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イネの生産する抗菌性化合物ファイトアレキシンとして、ファイトカサン類が知られています。また、ファイトカサンの生合

成酵素遺伝子はイネの２番染色体において、遺伝子クラスターを形成していることが明らかになっています。このクラスター

上にコードされるP450酸化酵素群はファイトカサン生合成への関与が示されていますが、酸化部位の同定など酵素機能の詳細

な解明に向けた課題が残されていました。本研究では、同位体標識されたファイトカサンの生合成前駆体とP450酸化酵素遺伝

子の変異株を用いた標識体の投与実験を行いました。これらの結果と先行研究の知見を合わせることで、ファイトカサンの予

想生合成経路を推定することが出来ました。
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